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論文内容の要旨

本論文はレーザーアプレーションにより生成したプラズマの膨張プロセスと薄膜の形成プロセスを解明するために

レーザーアプレーションにより生成したプラズマのダイナミクスとレーザーアプレーションにより形成された炭素薄

膜の研究した成果をまとめたもので，以下の 5 章で構成される。

第 1 章では，本研究の背景と目的について述べ，本研究の意義を示した。

第 2 章では，レーザーアプレーションにより生成した Ca， Sr, Ba プラズマの密度変化について時間及び空間分解

測定を行った結果について述べている。レーザーアプレーションにより生成した Ca ， Sr, Ba プラズマのレーザ一光

透過スペクトル中にはいずれも二つのピークが観察された。一つはシャープな高速ピークでその速度は5000111/S

"-' 15000 m/s である。もう一つはプロードな低速ピークであれその速度は50111/S である。

第 3 章では，プラズ、マの中心速度が変化する事を取り入れたの膨張過程をよくシミュレーションできる新しいモデ

ルを提出し，そのモデルを用いて Ca， Sr, Ba プラズマの膨張過程をシミュレーションしている。このモデルに従い，

プラズマの中心の速度がレーザー照射から最初の100 ns 聞に急激に増加するがその後，変化は緩やかになる。レーザ照

射の停止後，プラズマが膨張過程中で余分の熱エネルギーを得ることを明らかにした。

第 4 章では，レーザーアプレーションにより炭素薄膜を形成させ，得られた薄膜をラマン，電気抵抗測定法によっ

て評価した。炭素薄膜の性質とプラズマエネルギーとの関係を検討した。レーザーアプレーション法より形成された

炭素薄膜の基板上の分布はプラズマ密度及び、エネルギ‘ーの分布と密接に関係することを明らかにした。高運動エネノレ

ギーを持つの炭素プラズ、マは透明な高抵抗微結晶組織の炭素薄膜として形成されたが，低速運動の炭素は不透明な低

抵抗大きい粒状組織の炭素薄膜に形成された。

第 5 章では，本研究で得られた知見を総括し，本論文の結論とした。
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論文審査の結果の要旨

官文傑君は，レーザーアプレーションによって生成したプラズマのダイナミックスを光透過法を用いて研究し，新

たに改良した理論で解析することにより，プラズマ形成及びその時間・空間的変化の過程を明らかにした。さらに，

この方法をアモルブアス炭素薄膜の形成に適用し，薄膜の形態との関連を考察した。これらの研究成果は，光化学及

び固体化学の観点から興味深い成果であり，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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